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帰国の ごあいさつ

1969年京都大学プニタン学術調査隊に対しまして構別のご理解とご援助を賜

わり、厚 くおネ|=申 し上げます。

私たちは昨年 8月 国内における準備を終 え、ブータン王国へ向け出発いたし

ました。同国人国のためにインド政府よリインド国内北方地域通過の許可を得

な|'ればなりません。この許可の取得に長期間の困難 な交渉を余儀なくされま

したが、プータン国王、三妃両陛下の並々ならぬお力添 えの結果、 9月 下旬待

望あブータン入国を果しました。そしてブータン西端の町ハから東端の町タシ

ガンまでの調査旅行を含め、8週間、同国に滞在じ本年 2月 までに全員無事帰

国いた しま した。 この間、一般 に知 られていないブー タン王国の風土、生活、

文化等の実態について知るとともに、種 の々学術的資料を収集することができ

ました。i私たち隊員一向こあ調査が有意義をものであったと自負いたしており

ます。

ブータン王国は伝統ある独 自の文化を保持 しつつも、国土の開発、近代化、

国際社会への参加等を目標にして種々の努力を重ねております。仰 えゞ、教育 (

道路建設事業、農業育成に関する重大的な政策、万国郵便連盟への加盟、国連

参加への努力などがあげられます。しかしながら教育一つをとりましても、教

材の不足、教員の質の向上などまだまだ幾多の問題があるのが現状です。この

ような国の発展のためにかたよらない立場から、協力するのは、アジアの先進

国たる日本の役割ではなかろうかと強く感じました。

私たちはこの隊の成果を踏台として今後よリー層の学術的成果をあげるとと

もに、ブータン王国との親善と理解を深めていくことを目指しております。

今後ともよろしくご指導下さいますようお願い申し上げます。

京都大学プータン学術調査隊総裁

日本学術会議副会長

桑  原  武  夫

京都大学ブ‐タン学術調査隊隊長

京都大学工学部助教授

松  尾   稔





行 動 概 要

灼熱のイン ドでは、松尾稔隊長以下 6名 の調査

隊の、ブー タン入国許 可書の取得 が予想外 に難行

した。一足 さきに桑原武夫総裁、笹谷哲也隊員の

許可は別個 に下 り、 2名 は 9月 下旬 に 1週間にわ

たってブー タンに滞在が許 された。 この間、国王

陛下、王妃陛下 に謁見 を賜 ったのを初め、政府要

人 と会見 し、ブー タン国内のおおまかな事情 を知

るとともに本隊の早期 ブー タン入国 につ いての援

助 をお願いす る機会 を持 った。

この甲斐 あって、約 1ケ 月後の10月 の末、待望

の 6名 のブー タン入国 が実現 したのである。調査

隊はかなりの期間にわたってパ ロに滞在 し、パロ

ゾン (リ ンプ ン・ゾ ン)、 唯一 の 日本人西 岡京治氏

の経営す る西岡農場 、学校、寺院 などを訪れ、又、

農業、気象、地理 などに関す る調査 を行った。 こ

の間首都テ ィンプーヘ行 き、国王陛下、政府要人

にお会す るとともに、テ ィンプーの宮殿 、学校、

農業試験場 、最古のゾンで あるシム トカ・ゾンな

ども訪れた。 その後、西方のハの町へ小旅行を し、

その途 中幸運 にもブー タン・ ヒマ ラヤの盟主チ ョ

モ ラリ (7,314m)を 望 む ことがで きた。 さらにパ

ロにおいて王妃陛下の特別のお裁 いで、 1年 にわ

ずか しか行 なわれない雄壮 なマスク・ダンスを催

してぃただ き、貴重 な民族学的資料 を得 ることが

で きた。

我々の隊が、国王陛下の特別の ご配慮 を賜 わり、

東ブー タンの一大都市 タシガンヘの調査旅行をす

ることがで きたのは、 この上 ない喜 びで ある。一

部 ジープと トラックをfr_用 し、プナカを訪 れた後、

馬 と徒歩で タシガ ンまでの旅 行を した。ペ レ・ ラ

(峠 )を 越 え、数 日で中央 ブー タンの町 トンサ に

到着 した。 ここは現国王陛下の誕生の地で もある。

さらに桃源境 を思 わせ るゲチ ャの村。美 しいビヤ

ガール・ゾン。 ブー タンの中ではめづ らしく集村

を成 しているウラ。我々に対 して この上 な く好意

を示 して くれたゾンダ (県知事 )力れ たヽモ ンガル。

そ して目的の東端の町 タシガ ン。旅程の関係でか

なり急 ぎの旅ではあったが、峠 を越 えるたびに移

り変 る植物相 や言語 。風俗 は、我々の限 りない知

的好奇心をか きたてた。途中、 ワタン・ ラからブ

ー タンヒマ ラヤの幻 の最 高峰 ガ ンケ ル プ ンツム

(7,550m)や クー ラ・カンリ(7,5Mm)が遠望で

きたのは、 この上 ない喜びで あった。

パ ロに帰 り着 き、虎の巣 とい う名の寺院 タクサ

ンガも訪 れた後、王妃陛下や西岡京治ご夫妻 に感

謝 とお別れのご挨拶 をす ませ、なごりお しいブー

ー タンを後 にし、 2月 には全員帰国 した。

旅行を通 じて、米、麦、 トウモロコシ、その他

の穀類、土壌、岩石、 ラン、 シャクナゲの種子、

昆虫、淡水産植物 、草本植物 、苔類、流水 などの

サ ンプル・標本 を多数採集す ることがで きた。 ま

た、行政、税制、教育制度、医療施設、政治機構、

開発計画、そ して、風俗、習慣、宗教、言語、民

謡、食生活 などにつ いても各種の資料 を収集 した。

学校、農業試験場 なども多 く訪問す る機会 にめ ぐ

まれた。 この間フイルムを約 200本 撮影 して、

風景・風俗写真のほか、絵 画 。経文・書籍・記録

の接写,農業、建築、土木、地形、地 質、植物、

昆虫、民俗 などの貴 重 な記録写真 を持 ち帰 ること

がで きた。

以上の標本や資料は今後大学での研究・検討の

上、逐次発表 される予定で ある。
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朝 日新 聞 よ り

2月 20日 夕 刊

ブータンとの因縁は古い。1957年 の晩秋、同国王妃が

京都滞在中とのニュースをつかんだ私たちは、非ネLを 顧

みず電話で会見を申入れ、'医諾をえた。ホテルのロビー

で待っていると、こつ然として華麗なチベット服をまと

った窃究 (よ うちょう)た る美女が老婦人とともに現れ

た。ケサン・ワンチュック殿下とその母君であつた。こ

れが機縁となって中尾佐助君 (大阪府立大教授)が翌年

植物採集に単身入国した始末は、同君の『秘境ブータン』

にくわしい。

それから12年、京大の若い連中がなお鎖国をつづける

この国の学術調査と山をねらって計画立案中、まさに天

の恵みというべきか、王妃が王女たちを伴って昨年 2月

来日された。おりから京大は紛争の最中で、私が接待委

員長をつとめたが、そのご滞在中、松尾稔助教授が熱誠

をこめて、ブータンの自主的近代化のためにはまず綿密

な学術調査が必要であること、私たちは単に好奇′いや冒

険心の満足のためにのぞきに行こうというのではなく、

植物地理学的にいえばともに日華区系に属するように、

国民の体格、容貌 (よ うぼう)も まったく似ているこの

兄弟国の発展をこそ望んでいるのだと力説 した。王妃は

深い共感を示 された。

調査隊は 3カ 月滞在の松尾隊長以下 6人、ほかに総裁

として桑原がカロわるが、私は 3週間の短期滞在とした8

4月 になって王妃直筆の招待状 と同国政府の入国許可状

が届いた。しかし、ブータンはインドとの間に、外交に

関してはインド政府のア ドバイスに従 うという条約を結

んでおり、これにもとづいて、中印紛争以来きわめて神

経過敏になっているインドは、ブータンヘなるたけ外国

人を入れないように配慮 している。

インド側の許可状がなければ入国できないのだが、そ

の申請は 8週間前にせねばならぬという規則がある。私

たちも用心して 8月 早々に先発隊を出し、本隊は 9月 中

旬出発した。

ひまのかかる外交折衝の詳細は読者には退屈であろう。

駐 Fp日 本大使館の尽力にもかかわらず、結局本隊 6人 は

拒否され、わずかに私ほか 1人の観光 1週間が認められ

ただけであった。この上は、 2人 が急いで入国、工室の

力にすがり逆転をはかる以外はない。

9月 29日 午前 4時半、カルカッタ空港からDC3に 乗

りこんだ。新聞を主とする貨物のすきまにやっと座席を

見つけたのは、私たちのほかにブニタンの役人 1人、茶

園関係の英人 2、 3に すぎなかった。バ トパラの飛行場

にはブータン政府差回しのジープが来ていた。 1日 のう

ちにブータン中央部のパロまで飛ばそうというのである。



国境を越すと、ただちに 1,000mく らい5区 け上る。2,000

mほ どの山腹をからむようにして道路は走っている。こ

のインド・ブータン道路の開通が、この秘境をいやおう

なしに近代化の道に引きず りこんで しまったのだ。

1958年、ネール首相が突如ブータンを訪問し、自動車

道路の開設をつよくすすめた。ブータン側は拒否 したも

のの、 2年後にはのまねばならなくなり、また中印紛争

でその重要性が明白になるにつれ、インドは設計と造成

費を負担 し、ブータンは全国民に 1年 に2カ 月の大役を

課するという強引な方法をとることによって開通せ しめ

たのである。

強制か否かは間わず、できてみれば、これほど便利な

ものはない。11年 前、中尾君が山ビルに悩まされながら

8日 間をかけて辿 (た ど)り ついた行程を、私たちのジ

‐プは6時間半で飛ばしたのである。ブータンの自給自

足性は鎖国を可能としてきた。 しかし、一たんジープに

のれば、もう捨てることはで きず、車を走らせるには外

費をもつてガソリンを買わねばならない。ガソリンは一

例にすぎない。結婚ではまだ妻問い婚の形式が支配的な

この古風な国も、外貨獲得の方策を考えねばもたぬとこ

ろへ追いつめられつつある。

ジープがカーブを一つ切ると、濶然 (かつぜん)と し

て開けたパロの谷は、そうした理屈を一度に忘れさせて

しまぅなど美 しかった。イネが豊かにみのり、読菜 (そ

さい)は 青々と育ち、清流のそばには 4層 の離宮があり、

そこから見上げる斜面には巨大な白いゾン (城 )と 、こ

れを守るいくつかの望楼 (ぼ うろう)と が緑に映 (は )

えている。標高 2,700m。

この国は今から 100年 ほど前までは、祭政一致的にラ

マが支配 していた。その宗教的、軍事的、政治的中心が、

ブータン各地にあるゾンなのである。

現王室ウンチュック家が国内を統一 してから、まだ3代

しかたっていない。現国王は国務に熱心で、政府には開

発、内務、大蔵、商工の 4大臣をおいているが、開発省

が中心にあり、外務も教育もその所管となっている。こ

の省にはインドからの援助がかなりあるように推察され

た。 しかし、それぞれの省の次官クラスは、国王が国内

の秀才を選抜 して、インドなどで勉学させたおよそ20代

の青年で、その 2、 3は 私も接触 したが、自主興国の熱

意は、明治維新当時の日本の官僚に劣るものではないと

思った。国民議会も年 2回 開かれる。

私たちはジープを走 らせてチ ョモ・ラリ (7,314m)

を遠望 し、神秘的なゾンの内部を見学し、またここに 5

年とどまらて農業指導にあたり、国内の信望第一 といわ

れる西岡京治氏夫妻の農場 を見学 したあと、首都ティン

ブーに移った。ここのゾンで古来の礼法に従い、白い絹

布を両手にささげて国王の謁見 (え つけん)室に入ると、

気軽にいきなり飛出してきた人がある。侍従かと思った

ら国王ご自身であった。打ちとけて話をして下さったの

で、拒否された 6人が必ず入国できるよう懇願 したが、

これがやがて実を結ぶことになった。

ブータンは漸進的に主体性を増大 しようと考えている

ように見える。最近、万国郵便連合に加盟 したが、これ

は独立国であることを全世界に認めさせたのである。さ

らにネール首相が訪間のさい、10年後には国連に加盟 さ

せよう、といったことばをみな党えていて、早 く実現し

たいと念願 している。公平な立場から、日本こそその加

盟を支持すべきであろう。

こんな政治的な話ではなく、美 しい自然、質朴勇健な

人情、とくに王妃が私たちのために開いて下さつた送別

会の盛況などをこそ私は描 くべきであったのかも知れな

い。ただここでは、王妃が大蔵、内務の両大臣を伴って

私を訪問されたさいの一挿話 (そ うわ)を 記すにとどゆ

よう。王妃は美 しい芝生の潅本 (か んぼく)の 本陰に腰

をおろされた。私と大臣とがその横にすわる。なに一つ

命令されないのに、王妃の うしろにはす ぐ巨大 な日傘

(ひ がさ)が さしかけられたのには驚かなかったが、私

と大臣の背中にさす暑い日ざしも、どこから切ってきた

のか、こぶしほどの太さの柳の枝を 3、 4本、たちまち

芝生に植えこむことによって快 くさえぎられた。国王や

王妃につかえているのは、近代的な使用人でもなく、封

建的な家来でもない。どこか古代風な、身も心もささげ

つ くした温和で勇敢な人々である。私がふと散歩に出る

と、そういう従者が、紅茶、菓子、ウイスキーを虎 (と

ら)の皮の敷物とともにバスケットに入れて背負ってく

るので あった。 (桑原武夫記 )

3月 2日 夕刊

ブータン入国の困難さはよく知っているつもりでいた

が、今回の京都大学学術調査隊は、工妃のご招待である

からと、やや楽観 していたのがいけなかった。ピシャリ

と断られた。かろうじて入国出来た桑原武夫総裁からの

吉報を、私は 5人 の隊員をかかえた隊長として、炎熱の

インドで、毎日いらいらしながら待っていた。

桑原総裁が出国 して 2週間後に、ようやく6名の入国

許可証がインド政府から交付された。

ブータンは永い間、「なぞの王国」として、外界との

交渉を絶っていた。この九州よりもやや大きい王国には、

福井県とほぼ等 しい75万人の人々が住んでいる。正確に

は、日下国勢調査を行なっているという。

ブータン国は、チベットとの間を区切る 7,000mの ヒ

マラヤ山脈からベンガル平原へ と続 く南斜面の山国であ

る。文化の中心パロ、首都ティンプー、かっての首都プ

ナカ、地方都市のハ、 トンサ、ブムタン、タシガンは、

ほぼブータンの中央部に東西の一直線上に並んでいる。

これらの町は、北から南に流れる川にそった谷間に発達

している。われわれは、国王の特別のご配慮のもとに、

東の端の町タシガンまでの調査旅行を許 された。このよ

うなことは外国人にとっては全くの特例であった。ジー

プを使えたのは一部で、後は馬と徒歩の旅である。隣の

町に行くのにも、ヒマラヤの枝尾根を、 2,000mほ ど、

登 り下 りしなければならないから大変だ。



野生のバナナが茂 り、強い 日ざしが降 りそそ ぐ低地の

村 を出発す る と、 道は急 な登 りになる。私の前 を健康

そ うな女が、「 シチ ョー !J「 ツオンジャ !Jと かけ声を

かけながら、荷馬 を追 って登 って行 く。登 りつめた峠から

は、急 に視界が開けて、真 白なヒマ ラヤが一望で きる。

モ ミやツガの枝 には残雪 があ り、夏景色の村落か らた ち

まち冬の様相 となるのだ。

旅 に出て驚いた。 どこで会 うブー タン人も、顔 や体格

が日本人とそっ くりだ。男 は 日本の丹前 (た んぜん)や
厚子 (あ つ し)に似 た着物 を着ている。 そして、ゆった

りとふ くらませたふ ところには、かみ タバコに似 た ドマ、

手ぬ ぐいはよいとしても、竹で編 んだ弁 当箱や、湯のみ

茶 わんや刃渡 りが40～ 50cmも ある短剣 まで入れている。

見た目には、何 ともい えず奇妙であるが、本人には、こ

の上 もなく便利 なことだろ う。

すれ違 う旅人が、気軽 に土地 の言葉で話 しかけて くる。

ブー タン風の帽子で もかぶ っていると、 もう弁解の余地

はない。話 しかけた方が、最後 まで 日本人とわからず に、

ケゲンそ うに首 をか しげて行って しまった。 この国の女

性 が 一番 lr心 ず か しがるのは、 人にヒザ を見 られることで

ある。 もちろん、彼女たちの着物 は足 もとまで ある。ふ

ところに大 きなふ くらみをつ けて、一切合切 を詰めこん

でいるのは、男 と同 じだ。布地 は立派 な手織 りの本綿地

で、外出着はあぎやかな色で模様 が織込 まれている。

ブー タンの日丁は、 日本では村 とい うほ うが適切だろ う。

川のそばや、山の中腹 に家が建 っている。構造は一階が

牛馬や豚 などの家畜用で、居間や台所、便所は二階、三

階にある。おのおの家には立派 な仏壇 があって、ブー タ

ン人の信心深 さを示 している。基礎 は、石、壁 には粘 土、
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床や柱 は本材を用いている。屋根 は・|● ぶ きで、その上 に

石を置いている。部屋の窓 には、ガラスの代 りに、竹で編

んだスダレがはめ込んである。外観 は実に立派 なもので

ある。

ブー タン人は仏教徒であるが、 ヒンズー教徒のイン ド

人が牛 を食べ ないの に比べて、彼れ らは、牛 肉や豚 肉を

好んで食べ る。 ジャガイモ、カブラ、 タマネギ とヤクの

肉や豚 肉をブッタ切 りにす る。それをナベ に入れ、塩 と

香辛料 と トウガラシをたっぷ り入 れた煮込み料理 をこし

らえる。 これが彼 らの常食だ。 なにしろブ ッタ切 るのだ

から小骨が残 る。食べ る時 に、 この小骨で国の中を切 る

ことがある。味 はす こぶ る辛 いが、脂肪分 が多く、栄養

は豊かで ある。主食 には赤米 (あ かまい)の ご飯 をた く。

ナベ に湯 を煮 たぎらせて、その中に赤米 を入 れる。ふ き

こぼれても、そのままにす る。米が柔 らか くなると、残

った湯 をザ ッと捨て、 あとは火の側 に置 く。たき上がっ

たご飯 は、あず きのない赤飯のよ うに赤い。 この料理法

は、 ご飯 をた くとい うデ リケー トなもので はない。ブー

タン人は豆 をゆで るの と同 じ感覚で米 をた く。

ふろは焼 き石 を利用す る。 まず川の近 くの斜面に、西

洋ぶろよりやや小 さな穴 を堀 り、本のわ くを組 込 む。 ミ

ゾを堀 って川の水 を引 き、それに満たす。同時 に大 きな

たき火 が燃や されて、石が焼 かれる。真赤 になった石を、

地面のふろオケに投込んで、立派 なふ ろがわ く。熱い時

には、泥でせ き止 めてある流 れの水 を引込んでぬるくす

る。泥水 なのには閉口す るが、野趣豊 かなものである。

このふろも、そ うたびたびはわかさない。種 まきの とき、

収穫の ときにかぎり、村のあち らこちらで煙 がのぼ る。

ブータン人の生活は、イン ド人の生活 と比べ るとはる

かに豊かで素朴で ある。 このよ うな衣食住の豊かさの結

果 とも思 われるが、ブー タン人は、礼節や恩義 を重ん じ

る。特 に正式の場や人前での、秩序 を無視 した態度は き

らわれる。物 質分明が人間の生活 を侵すよ うなこともな

く、かれ らには、釣 りや弓や舞踊 を楽 しむ精神的なゆと

りがある。 とくに、弓は国技であ り、冬のシーズ ンには、

大勢の人々が 弓の試合 を楽 しんでいる。老人も子供 も手

をたたき、 ダンスをして応援す る。

100mも 向 うか ら放 たれた矢が、小 さな的に当ると大変

だ。歓声 を上 げるもの、踊 りだす もの、陽気なことであ

る。惜 しいところではずれると、頭 をたた き、 しゃがみ

こんで くや しがる。朝早 くか ら、弁 当特参の試合 は夕暮

れまで続 く。 しかもそれが、 3日 、 4日 と続 くのである。
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ブータンは、国王の強 力な指導のもとに、少 しづつで

はあるが近代化を進めている。 この国の総合開発計画は、

1961年 からの第 1次 5カ 年計画がすでに終 り、現在は第

2次計画の途 中で ある。主要 な政策は、教育 と公共土木

事業であ り、農業開発がこれに続 く。

教育 に対す る力の入れ方は大変 なものがある。現在国

中で小学が 126校 、中学校 100校、高等学校が 4校、

さらに工業専門学校、農業研修所、教員養成所が開設 さ

れている。 一般教育は、 かってはヒンズー語で行われ

ていた。 これを英語に切 りかえたのは国王の強い希望 に

よってであった。勉強 に対す る子供たちの熱心 さ、知識

欲、 それに行儀の良 さには目をみはるものがあった。

旅行中 、私は しば しば学校 を訪 れ、子供達 ちと話合 っ

た。かれ らは物 お じしない態度で、いろんなことを私 に

質問 した。「 日本 が現在のよ うに豊 かな国 になったのは

なぜ か ?Jと い う問いは、 どこの子供たちで も真先にす

る質問の一つだった。 この子供たちが、将来のブータン

の発展 に大 きな力となることは疑 いない。ただ教科書、

ノー トなどの教材の不足、教員の養成や質の向上 には、

まだまだ悩 みがあるよ うだ。

国土開発で特 に目をひ くのは自動車道路の建設である。

イン ドから通 じる 3本 の南北線 とハ からウォンデポダン

を結ぶ東西道路がすで に出来上 がっている。1976年 に第

3次 5カ 年計画が終 ればタシガンまでの中央幹線道路の

すべてが完成す るだろ う。 その総延長は約 900kmで 、 う

ち 600kmが 現在舗装 されている。すべて 2車線で思 って

いたよりも立派 な t,の だった。主要 な町の間の交通を確

保す る道路建設は、ブータン近代化のための急務だろう。

いず れに して もここ数年の間に、輸送その他 に大変革が

もた らされることは明 らかで ある。

ブー タンは 1昨年か ら、政府 に省制度 を設け、教育、

道路、農林 その他 を総括す る開発省 とその他 に大蔵省、
′

内務省、商工省を置いた。各部門から出て くる計画は、

5月 と10月 に開かれる国会 に提出 され、審議 されて実施

に移 される。国会議員 は 150人で、任期 は 3年、議員 に

なるのに男女、年齢 などの制限はない。ただ し今の とこ

ろ女性議員はいない。

議会内では、国王 も一般議員 もすべて平等である。議

員の選出は非常に民主的に行われてお り、 120人 が一般

国民から選ばれる。選挙区は村の次 に大 きい「ツォー」

と呼 ばれる行 IIt区 画で、村 びと全員で議論 じ議員 を指名

す る。 この場合、女性 の発言 力が非常に強いとい うこと

だ。

残 りの議席の うち、20人は国王の指名により、また10

人はプナカにあるイ曽侶 (そ うりょ)の会から選出 される。

この国の僧侶 は、 きび しい求道的 な生活をしてお り、知

識 人としての社会的地位 も高 く、国民の厚い信頼 を受け

ている。また同時にイ曽侶 は、人々のよき相談相手で もあ

る。市場で気軽 に買物 をした り、 日だまりで、村人たち

と話 しこんだ りしているのをよく見かけた。 どこの寺院

で も、朝早 くから、朱色の衣 を着た子供の僧 が、大 きな

声でお経 を読 んでいる。宗教が民衆 と深 く結びついて精

神的支柱 をなしている姿 には、深 く感銘 させ られた。
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